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原 少し話題をかえますが，?長期経済統計（Estimates of Long-tern
 















































































































































































































































































のです。TEA（Theoretical Economics and Agricultureの略，1952年６月に
結成された研究会）では，一時期この辺の問題が盛んに議論されていまし
た。ぼく自身も随分前にタイで農村調査をやり，稲作の生産函数を推計し

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































絵所 ぼくが最初に LSE（London School of Economics and Polifical
 
Science）に留学したとき，アマルティア・センがいて森嶋通夫先生がい
て，ピーター・ワイルズがいて，P.T.バウアーもいたり，そうそうたるメ
ンバーがいて，よく一緒に研究会をやっていました。
日本のこととか，センは森嶋先生に聞いて結構勉強していました。ああ
いうのは素晴らしいなと思いました。分野は違うけれども，お互いに勉強
する，ああいうことがあるということが学問の黄金時代ですよ。
尾高 それも，最近足りませんね。外部評価を忙しくやるよりは，もう
ちょっと先生方の，研究者一人ひとりの時間を自由にして，もっと研究会
をやるほうがいい。
原 だから，今やや乱暴に言うと，同僚と会うのは教授会だけ。それ
で，みんな別々の学会に所属していて勝手なことをやっているから，外で
研究会をやっている。結局，東文研はなるべく今そうしないようにしてい
るんですけれども，どうも何となくね。
尾高 それでは，研究所である意味があまりないですね。
原 意味がない。そういうことです。昔，そんなことはなかったんです
けれどもね。
尾高 何で東京はこんなに忙しいんでしょう。
原 うん，それもあるんでしょうね。
尾高 以前から，それを労働経済学の研究トピックとして研究するとい
いと思っているんだ。
絵所 何でこんなに忙しいか。変わったんじゃないでしょうか。学者も
変わったし，学者の使われ方も変わったんじゃないですかね。
尾高 前，ハーヴァードにいたときもやはりそうでしたね。仲間と会話
する時間はあまりなかったですよ。いい大学はみんな忙しくて，互いに交
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流しないのかもしれない。
絵所 昔の LSEはそんなことなかったですね。あれは79年，80年ぐら
い。コモンルームによくみんな集まって，ゼミも一緒にやるし，本当に面
白いことをした。
原 ぼくはいろいろなことはわかりませんけれども，官僚の方からいえ
ば，東京は楽なんですよ。だって，呼びつければいいから。ただし，本当
に偉い先生は官僚の方から来ますよ。だから，時間，このときに来いっ
て。ところが，今は官僚のほうが偉いですから（笑)。
結局，向こうも，官僚も何となく使いやすい人とやりますから。ただ，
今は必ずしも東京だけではないですよ。もうちょっと地方でも，しょっち
ゅう出てくる人はいますよ。
絵所 いや，地方のほうがひどいです。もっと霞ヶ関に来たがる。
原 うん，来たがるのと，それから……。まあ，それもありますけれど
もね。
地方に行くとお気の毒なのは，地方の行政にかかわらせるんですよ。み
んないやがっているが，仕方なしにやってるて感じですね。九大だと九州
とか，北大だと北海道とか，みんなこうなっているんですね。だから，似
た現象が起こっているんですよね。
絵所 学者のほうでも，それを自分の権威付けに使っているんじゃない
ですか。お互いさまなんでしょう。そういうメカニズムが，結局東京には
できあがってしまったということでしょう。
原 やはり大川，梅村，石川先生なんかを見ていても，ものすごく政策
にかかわられたかというと，そんなことはないですよね。まあ，いろいろ
なことはやられていましたよ。知っていますけれども。大川先生は米価審
議会の会長をされたりしていますし，梅村先生も中労委とか何とかずいぶ
んやられたしということは知ってはいますけれども。
尾高 今に至るまで一番すごいのは石川先生ですね。来年，また新著が
出版されます。
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絵所 石川先生は，特に年をとられてからすごいですね。
原 石川先生はベトナムのときも，責任感でね，そしていつのころから
か先生ご自身の生き甲斐のようにもなっていたと思います。ぼくなんか，
嶋田さんもよく知っていますけれども，先生はおれの学問の集大成だと，
はっきり言われました。それをぼくはベトナムでやってみたいんだと言わ
れました。これは非常に鮮明に覚えています。
尾高 ということは，政策に役に立つわけですね。
原 ですから，石川先生は最後に政策ということも考えられたんです
ね。それ，ちょっとあったんだと思います。ただ，石川先生の政策提言は
難しすぎて（笑)。
尾高 石川先生のスタイルは，観察にもとづく理論があって，その理論
がもとになって政策が出てきて，その政策提言をするという構造になって
いますね。
絵所 見事ですね。あそこまで首尾一貫性があるというのは。迫力もあ
ります。
原 だから，皆さん政策には絡んでいるんですけれども，やはりどちら
かというと，自分の理論と実証といった方に重点があったのではないでし
ょうか。
尾高 社会的な役割分担というところからいうと，研究者は，根っこの
ところ（データ集め）と，理論の磨きと，それからその両方をつなぐ研究
をやるのがいちばんの基本で，それをどのように料理して使うかは，官
僚，役人，そして政治家がやってくれるべきですね。
原 本当はそうなんです。
尾高 そこのところは，役人の方々がもっと腕を磨いてくださらないと
……。もちろん，両方で交流するほうがいいのかもしれませんけれども，
そういう構造にはなっていないですね。学者に最後に役に立つところまで
やれというのは，期待のしすぎではないか。もちろん，そういう人がいて
もいいけれども。
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原 いてもいいんですけれどもね。
尾高 だから，そういう意味で乱暴に言うと，学者は役に立たないこと
をやっているのでもいい。机上の理論でもいい。
絵所 役に立つか立たないかは自分が考えることではない。
原 大川先生の師にあたる東畑精一先生は農政審議会とかいろいろな審
議会に関わられた先生です。こういうイメージをわれわれはもっています
が，どうも先生は大層不思議なひとです。あれくらい審議会に絡んでおら
れながら，正面きって政策論を展開されたことはほとんどないのです。
東畑先生は，1936年に出た『日本農業の展開過程』ではっきりと政策論
はやらないと書かれています。途中の文章に，いまだに日本の経済官僚は
法学部出身者ばかりで，これでは政策の純粋経済分析ができないといった
文章を書かれています。
東畑先生は具体的な政策の発言を全然していないんですよ。たぶんシュ
ンペーターからずいぶんそういうことを学んだのかなという気もしますけ
れどもね。
尾高 でも，シュンペーターは大蔵大臣だった。
原 シュムペーターは大臣として失敗しているから（笑)。東畑先生は，
?問題の解決とは，問題を他に転がすだけだ」とよくいわれていたようで
す。ある政策を取ると，当面の問題が解決するように見えるけれども，実
は違うところに別の問題が起こっているので，問題が別のところに転がっ
ていくだけだ。こういう発言を先生はされているんですよ。
だから，非常にピュアなモデルになっている経済の世界と実際がずれて
いるか，あるいは実際の経済はモデルよりは膨らみがあるので，抽象理論
だけを基盤にした政策はどうしても部分的解決にしかなりえない。こうい
ったことを東畑先生はわかっていたんだと思うんですね。自分たちが取り
扱っている経済学のモデルとか理論の枠組みというのはどんな制約条件を
前提にしたものであるのかということを，やはりはっきりと自覚していな
いと，そういう言葉は出てきませんよね。
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絵所 その場合，おおもとにあるモデルとか理論自身は変わらない普遍
的なものと考えているのかな。
原 東畑さんの場合は，あまりなかったかな（笑)。シュンペーターを
うまく使っているだけで。
尾高 東畑先生には，ご自分の理論ってあったんですか。
原 よくわかりませんが，外からはあまり透明にはみえません。先生は
レトリックの名人で，ものすごく本を読んでいた人ですね。とにかく膨大
な本を持っていたというんですよ。
絵所 昔の人はみんなよく読んでいましたね。
10．処女作に還る
尾高 シュンペーターの話が出ましたけれども，シュンペーターはどこ
かで，人は処女作に帰ると書いたんですね。ぼくも及ばずながら……。
絵所 先生の処女作は何だったんですか。最初は二重構造論？
尾高 処女作というのはね。
絵所 最初の論文？
尾高 最初の論文を処女作というんですか？
見 そうでしょうね。
尾高 そういう意味の処女作は，『一橋論叢』に載せた「労使関係の経
済学」。
でもそういう意味の処女作ではなくて，ぼくはもっと根っこのところ
で，高校生時代に自然と関心があったかところへ帰るのかなとは思ってい
ます。先ほどそういう話をちょっとしたんですけれども，経済哲学とか
……。
絵所 マシュー・アーノルドではないんですか。それともバージニア・
ウルフ？
尾高 バージニア・ウルフではないですけど，マシュー・アーノルドぐ
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らいまではいくかもしれない。
見 長いあいだどうもありがとうございました。
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